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論
文
集
成

リ
ス
ボ
ン
大
地
震
ー
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
会
的
震
撼
ー

永
冶
日
出
雄

第
四
輯

震
災
救
援
の
壮
挙
と
後
世
へ
の
残
照

論
文
四
の
六

銃
製
造
業
フ
ァ
ー
マ
ー
＝
ゴ
ル
ト
ン
社

と
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
啓
蒙
の
開
花
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第
一
節

フ
ァ
ー
マ
ー
＝
ゴ
ル
ト
ン
社
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
通
商

リ
ス
ボ
ン
大
地
震
に
遭
遇
し
た
イ
ギ
リ
ス
貴
紳
の
ひ
と
り
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ァ
ー
マ
ー
は
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
の
銃
製
造
業
、
フ

ァ
ー
マ
ー
＝
ガ
ル
ト
ン
社
の
幹
部
で
あ
る
。
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
が
取
引
す
る
マ
ス
ケ
ッ
ト
銃
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
諸
民
族
の
攻

防
や
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
拓
殖
と
堅
く
結
び
つ
い
て
い
た
。
こ
の
銃
器
は
一
四
一
〇
年
フ
ス
戦
争
で
最
初
に
用

い
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
王
国
海
軍
の
創
設
者
と
さ
れ
る
ヘ
ン
リ
ー
八
世
は
、
一
五
四
五
年
銃
製
造
の
技
術
を
持
つ
数

名
の
ベ
ル
ギ
ー
人
を
招
聘
し
、
彼
ら
の
同
業
組
合
を
ロ
ン
ド
ン
塔
を
本
拠
と
し
て
結
成
さ
せ
た
。
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
の
治
世
に
は
三

七
名
に
鉄
砲
鍛
冶
の
資
格
が
与
え
ら
れ
、
ロ
ン
ド
ン
の
同
業
組
合
に
銃
製
造
の
独
占
権
が
授
け
ら
れ
る
。
①

一
五
四
三
年
種
子
島
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
か
ら
入
手
し
た
火
縄
銃
は
、
点
火
方
式
の
銃
器
、
マ
ス
ケ
ッ
ト
銃
の
一
種
で
あ
る
。
こ
の

銃
器
の
来
歴
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
技
術
を
摂
取
し
て
、
南
ア
ジ
ア
で
造
ら
れ
た
と
の
見
方
が
有
力
で
あ
る
。

伝
来
か
ら
三
二
年
後
、
千
丁
以
上
の
火
縄
銃
で
装
備
し
た
織
田
信
長
・
徳
川
家
康
連
合
軍
は
、
長
篠
の
戦
い
で
武
田
勝
頼
軍
の
騎
馬

隊
を
撃
破
し
、
天
下
統
一
へ
の
時
代
を
切
り
開
い
た
。

十
七
世
紀
に
は
ス
ペ
イ
ン
等
で
マ
ス
ケ
ッ
ト
銃
の
改
良
が
な
さ
れ
、撃
鉄
の
先
端
に
マ
ッ
チ（
火
縄
）で
は
な
く
、フ
リ
ン
ト（
燧
石
）

す
い
せ
き

が
装
置
さ
れ
る
。
こ
の
フ
リ
ン
ト
・
ロ
ッ
ク
方
式
の
銃
は
ま
ず
盗
賊
な
ど
に
愛
用
さ
れ
、
や
が
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
軍
隊
に
調
達

貿易商ファーマー
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さ
れ
た
。
①
一
六
八
八
年
の
名
誉
革
命
に
よ
っ
て
成
立
し
た
メ
ア
リ
ー
二
世
の
共
同
統
治
は
、
ル
イ
十
四
世
の
膨
張
政
策
に
抗
す

る
た
め
、
ス
ペ
イ
ン
国
王
や
ド
イ
ツ
諸
侯
と
連
合
す
る
と
と
も
に
、
国
王
軍
の
強
化
に
努
め
る
。
革
命
前
に
設
立
さ
れ
た
軍
需
局
は

抜
本
的
に
再
編
さ
れ
、
性
能
の
高
い
マ
ス
カ
ッ
ト
銃
の
開
発
に
よ
り
と
り
わ
け
銃
器
の
大
量
確
保
が
図
ら
れ
た
。
デ
・
ヴ
ィ
ト
・
ベ

イ
リ
の
学
位
論
文
『
軍
需
局
と
小
型
兵
器
供
給
ー
軍
需
機
構
一
七
一
四
年
ー
一
七
八
三
年
』
は
、
こ
う
し
た
軍
需
局
の
役
割
と
兵
器

調
達
に
つ
い
て
き
わ
め
て
精
細
で
あ
る
。

軍
需
局
の
機
能
を
め
ぐ
り
こ
の
時
期
に
な
さ
れ
た
も
っ
と
も
重
要
な
刷
新
は
、
小
型
兵
器
調
達
の
構
想
全
体
の
な
か
で
、
バ

ー
ミ
ン
ガ
ム
銃
製
造
業
に
際
立
っ
た
位
地
を
与
え
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
事
由
は
切
迫
し
た
事
態
、
イ
ギ
リ
ス
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

〈
勢
力
均
衡
〉
を
維
持
す
べ
き
急
変
の
た
め
、
小
型
兵
器
へ
の
需
要
が
激
増
し
た
た
め
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
総
督
オ
レ
ン
ジ
公

ウ
ィ
リ
ア
ム
が
一
六
八
八
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
共
同
統
治
者
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
政
情
が
こ

こ
で
も
重
要
と
な
り
、
連
動
す
る
状
況
と
な
っ
た
。

デ
・
ベ
イ
リ
著
『
軍
需
局
と
小
型
兵
器
供
給
ー
軍
需
機
構
一
七
一
四
年
ー
一
七
八
三
年
』（
一
九
八
八
年
）
②

貿易商ファーマー

①
大
河
内
暁
男
著
、
近
代
イ
ギ
リ
ス
経
済
史
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
。
四
、
一
四
ー
一
五
頁
。

②G
reener,op.cit.,pp.208-210.
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ウ
ォ
リ
ッ
ク
シ
ャ
ー
州
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
西
部
、
ロ
ン
ド
ン
と
リ
バ
プ
ー
ル
の
中
程
に
位
置
し
、
鉄
鉱
と
石
炭

の
産
地
に
近
い
。
中
世
の
た
ん
な
る
市
場
町
に
十
六
世
紀
以
降
、
沢
山
の
鍛
冶
屋
や
刃
物
屋
が
こ
こ
に
軒
を
並
べ
た
。
つ
ぎ
の
世
紀

に
は
十
七
世
紀
に
は
あ
ら
ゆ
る
金
属
製
品
、
す
な
わ
ち
刃
物
、
鋲
釘
、
錠
前
、
鍋
釜
、
農
具
、
宝
飾
品
な
ど
が
鋳
造
さ
れ
、
や
が
て

バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
と
そ
の
近
郊
は
ブ
ラ
ッ
ク
・
カ
ン
ト
リ
と
呼
ば
れ
る
重
工
業
地
帯
を
形
成
す
る
。
①
な
か
で
も
こ
の
地
域
を
際
立
た

せ
る
銃
器
の
量
産
に
つ
い
て
、
Ｗ
・
グ
リ
ン
ナ
ー
の
著
作
『
銃
と
そ
の
発
達
』
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
る
。

バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
の
銃
製
造
工
業
を
明
確
に
確
認
で
き
る
の
は
、
一
六
八
三
年
か
ら
で
あ
っ
て
、
こ
の
年
ウ
ォ
リ
ッ
ク
シ
ャ
ー

州
選
出
の
イ
ギ
リ
ス
議
会
議
員
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ニ
ュ
デ
ィ
ゲ
イ
ト
従
男
爵
は
、
政
府
か
ら
マ
ス
ケ
ッ
ト
銃
調
達
の
権
限
を
委
託

さ
れ
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
の
鍛
冶
職
人
が
当
局
と
契
約
を
結
ぶ
よ
う
、
激
励
す
る
と
と
も
に
資
金
を
援
助
し
た
。
こ
の
契
約
が
認

可
さ
れ
る
と
、
ロ
ン
ド
ン
の
同
業
組
合
は
憤
懣
や
る
か
た
な
く
、
議
会
に
異
議
を
申
し
立
て
た
た
め
、「
軍
需
局
で
の
再
検
討
」

が
必
要
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
の
鍛
冶
職
人
は
注
文
以
上
に
銃
を
調
達
で
き
る
実
力
を
発
揮
し
、
美
事
一
ヵ
月

で
マ
ス
ケ
ッ
ト
銃
二
百
丁
を
造
り
出
し
た
。

Ｗ
・
グ
リ
ン
ナ
ー
著
『
銃
と
そ
の
発
達
』（
一
八
九
七
年
）

②

一
七
〇
一
年
ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争
へ
の
突
入
を
転
機
に
軍
需
品
へ
の
需
要
が
激
増
し
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
で
は
炯
眼
な
業
者
が
金
属

貿易商ファーマー
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製
造
か
ら
銃
製
造
へ
転
進
し
た
。
フ
ァ
ー
マ
ー
家
の
銃
製
造
も
同
市
の
中
心
、
オ
ー
ル
ド
・
ス
ク
エ
ア
の
近
く
で
始
ま
る
。
こ
の
区

域
は
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
修
道
院
の
由
緒
あ
る
遺
蹟
で
あ
っ
て
、
十
八
世
紀
初
め
こ
の
広
場
に
は
切
妻
、
付
柱
、
玄
関
な
ど
風
格
あ
る

建
築
が
、
整
然
と
十
六
棟
配
さ
れ
て
い
た
。
銃
製
造
業
の
設
立
と
発
展
は
ダ
ヴ
ィ
ド
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
の
論
文
「
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
フ

ァ
ー
マ
ー
と
サ
ミ
エ
ル
・
ゴ
ル
ト
ン
ー
一
八
世
紀
中
葉
に
お
け
る
軍
需
省
調
達
の
銃
製
造
の
実
情
」
で
委
細
に
考
察
さ
れ
て
い
る
。

ブ
リ
ス
ト
ル
の
ク
エ
イ
カ
ー
教
徒
ジ
ョ
ゼ
フ
・
フ
ァ
ー
マ
ー
は
、
鋳
物
師
か
ら
鉄
砲
鍛
冶
に
転
じ
、
一
七
〇
二
年
バ
ー
ミ
ン

ガ
ム
の
中
心
地
オ
ー
ル
ド
・
ス
ク
エ
ア
で
開
業
し
た
。
一
七
〇
八
年
ま
で
に
彼
は
ま
ず
軍
需
局
へ
の
兵
器
完
成
品
の
調
達
者
、

つ
い
で
銃
器
・
銃
身
の
調
達
者
と
な
っ
た
。
一
七
一
七
年
か
ら
一
七
二
〇
年
に
か
け
て
軍
需
局
は
ロ
ン
ド
ン
と
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム

に
小
型
兵
器
の
二
元
的
な
供
給
源
を
設
立
し
た
。

ジ
ョ
ゼ
フ
は
意
欲
的
に
業
務
を
拡
張
す
る
。
一
七
一
七
年
彼
は
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
を
訪
れ
て
、
鉄
鉱
を
調
査
し
、
一
七
二
〇
年

三
月
に
は
北
米
ボ
リ
テ
ィ
モ
ア
諸
州
に
お
い
て
溶
鉱
炉
、
鍛
冶
場
、
製
鉄
所
に
設
置
す
る
よ
う
、
製
鉄
業
者
と
合
意
し
た
。
同

年
彼
は
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
＝
デ
ィ
グ
ベ
ス
で
工
場
を
借
り
、
釘
鋲
の
製
作
所
も
造
っ
た
。

一
七
二
一
年
ロ
ン
ド
ン
銃
製
造
業
組
合
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ザ
ー
は
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
の
フ
ァ
ー
マ
ー
に
「
連
射
式
銃
」

を
売
却
し
、
業
界
に
損
害
を
与
え
た
と
し
て
譴
責
を
受
け
た
。
し
か
し
、
兵
器
業
は
好
調
で
あ
る
。
軍
需
局
へ
ジ
ョ
ゼ
フ
・
フ

ァ
ー
マ
ー
は
一
七
二
三
年
に
銃
剣
式
マ
ス
ケ
ッ
ト
銃
を
一
九
〇
丁
納
入
し
、
一
七
二
八
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
は
マ
ス
ケ
ッ
ト

銃
身
四
四
〇
〇
丁
、
銃
発
射
装
置
を
一
五
〇
〇
個
調
達
す
る
。
こ
の
間
に
彼
は
オ
ー
ル
ド
・
ス
ク
エ
ア
ー
の
自
宅
を
保
持
し
た

ま
ま
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
の
新
開
地
に
業
務
を
移
転
さ
せ
た
。

ダ
ヴ
ィ
ド
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
「
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
フ
ァ
ー
マ
ー
と
サ
ミ
エ
ル
・
ゴ
ル
ト
ン

貿易商ファーマー
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ー
一
八
世
紀
中
葉
に
お
け
る
軍
需
省
調
達
の
銃
製
造
の
実
情
」（
二
〇
一
〇
）

①

一
七
三
四
年
ジ
ョ
ゼ
フ
・
フ
ァ
ー
マ
ー
の
娘
ハ
ン
ナ
は
金
属
加
工
業
者
の
ロ
バ
ー
ト
・
ゴ
ル
ト
ン
と
結
婚
し
、
こ
の
血
縁
を
基

盤
と
し
て
大
手
フ
ァ
ー
マ
ー
＝
ゴ
ル
ト
ン
社
が
成
立
し
た
。
六
年
後
オ
ー
ス
ト
リ
ア
継
承
戦
争
の
開
始
と
と
も
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
二
世

治
下
の
軍
備
も
格
段
に
強
化
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
に
ジ
ョ
ゼ
フ
・
フ
ァ
ー
マ
ー
は
他
の
同
業
者
、
と
く
に
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ジ
ョ
ル
ダ

ン
と
連
携
し
、
一
万
五
千
丁
以
上
の
マ
ス
ケ
ッ
ト
銃
を
供
給
す
る
。
一
七
四
一
年
に
彼
は
世
を
去
り
、
息
子
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
フ
ァ
ー

マ
ー
が
引
続
き
軍
需
局
調
達
者
と
し
て
認
可
さ
れ
る
。
②

相
継
ぐ
戦
乱
の
な
か
で
軍
需
局
の
役
割
は
と
く
に
重
視
さ
れ
、統
率
者
で
あ
る
歴
代
の
長
官
に
は
ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争
の
功
労
者
、

初
代
マ
ー
ル
バ
ラ
公
爵
ジ
ョ
ン
・
チ
ャ
ー
チ
ル
を
は
じ
め
、
最
高
位
の
貴
族
が
就
任
し
た
。
納
入
さ
れ
る
兵
器
に
つ
い
て
も
当
局
の

審
査
は
き
わ
め
て
厳
格
で
あ
り
、
調
達
者
の
資
格
を
付
与
さ
れ
た
業
者
は
き
わ
め
て
少
数
で
あ
る
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
の
史
料
調
査
に

よ
れ
ば
、
一
七
二
七
年
か
ら
一
七
五
六
年
ま
で
の
三
十
年
間
に
銃
身
と
発
射
装
置
の
納
入
を
つ
ね
に
許
さ
れ
た
の
は
、
各
々
四
企
業

に
す
ぎ
ず
、
戦
時
に
の
み
七
企
業
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
彼
の
作
成
に
よ
る
軍
需
局
納
入
一
覧
に
は
、
二
百
名
に
近
い
業
者
が
列
記
さ
れ

る
が
、
そ
の
八
割
が
軍
靴
な
ど
装
備
品
の
調
達
で
あ
る
。
こ
の
一
覧
で
は
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
の
ジ
ョ
ゼ
フ
・
フ
ァ
ー
マ
ー
が
一
七
〇
八
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年
か
ら
一
七
四
一
年
ま
で
銃
身
と
発
射
装
置
を
大
量
し
た
こ
と
、
そ
の
相
続
人
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
フ
ァ
ー
マ
ー
が
一
七
四
一
年
か
ら
一

七
五
六
年
ま
で
銃
身
や
発
射
装
置
を
納
入
し
た
こ
と
が
判
る
。
さ
ら
に
一
七
五
六
年
か
ら
一
七
五
七
年
ま
で
サ
ミ
エ
ル
・
ゴ
ル
ト
ン

の
名
義
で
、
ま
た
一
七
五
七
年
か
ら
一
七
七
四
年
ま
で
は
フ
ァ
ー
マ
ー
＝
ゴ
ル
ト
ン
社
の
名
義
で
銃
身
や
発
射
装
置
が
調
達
さ
れ
た

こ
と
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。
①

な
お
、
こ
こ
に
誌
さ
れ
た
名
義
の
変
更
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
ま
さ
し
く
リ
ス
ボ
ン
大
地
震
に
よ

る
被
害
の
余
波
で
あ
る
。

十
九
世
紀
後
半
の
著
名
な
人
類
学
者
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ゴ
ル
ト
ン
は
フ
ァ
ー
マ
ー
＝
ゴ
ル
ト
ン
家
も
末
裔
で
あ
り
、
Ｋ
・
ピ
ア
ソ
ン

に
よ
る
彼
の
評
伝
に
は
父
祖
の
ジ
ョ
ゼ
フ
・
フ
ァ
ー
マ
ー
や
ロ
バ
ー
ト
・
ゴ
ル
ト
ン
に
関
す
る
叙
述
も
見
出
さ
れ
る
。
リ
ス
ボ
ン
で

被
災
し
た
イ
ギ
リ
ス
人
の
多
く
は
ク
エ
ー
カ
ー
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
ピ
ア
ソ
ン
も
と
り
わ
け
そ
う
し
た
精
神
的
側
面
に
照
準
を
合
わ

せ
て
い
る
。

ロ
バ
ー
ト
・
ゴ
ル
ト
ン
は
本
来
ブ
リ
ス
ト
ル
の
小
間
物
屋
で
あ
っ
た
。
フ
ァ
ー
マ
ー
家
も
そ
こ
で
金
物
屋
を
営
ん
だ
。
フ
レ

ア
ム
家
は
ア
ル
ド
ゲ
イ
ト
の
食
品
商
で
あ
っ
て
、
の
ち
に
金
銀
細
工
師
と
な
っ
た
。
ブ
レ
イ
ネ
ス
家
は
ウ
ォ
ッ
ピ
ン
グ
の
タ
バ

コ
屋
で
あ
っ
た
が
、
ホ
ワ
イ
ト
チ
ャ
ペ
ル
や
ラ
ト
ク
リ
フ
で
ほ
か
の
品
々
も
売
り
、
パ
ン
屋
や
肉
屋
に
も
な
っ
た
。
大
抵
は
自

営
農
民
か
地
主
の
息
子
が
都
会
へ
来
て
、
商
売
を
始
め
た
が
、
今
日
で
も
自
営
農
民
の
次
男
三
男
が
同
じ
道
を
選
ぶ
。
ク
エ
ー

カ
ー
が
宗
教
的
な
迫
害
を
受
け
た
時
代
に
こ
う
し
た
事
例
が
多
く
見
ら
れ
る
。
十
七
世
紀
後
半
に
ク
エ
ー
カ
ー
の
組
織
、
キ
リ

ス
ト
友
会
の
一
員
と
な
る
に
は
、
不
倒
の
勇
気
、
ゴ
ル
ト
ン
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、「
勇
敢
で
質
朴
な
一
徹
さ
」
が
求
め
ら
れ
た
。

貿易商ファーマー

①
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度
重
な
る
陥
穽
や
服
役
に
耐
え
て
、
商
易
を
営
み
、
家
族
を
支
え
る
に
は
、
さ
ら
に
過
度
の
勉
励
と
耐
久
力
が
必
要
な
の
で
あ

る
。
初
期
の
ク
エ
ー
カ
ー
と
同
じ
く
、
近
親
結
婚
と
い
う
原
則
で
厳
し
く
選
別
さ
れ
た
彼
ら
に
よ
っ
て
、
傑
出
し
た
男
女
を
輩

出
す
る
家
系
が
造
ら
れ
た
。

Ｋ
・
ピ
ア
ソ
ン
著
『
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ガ
ル
ト
ン
─
そ
の
生
涯
、
書
簡
、
業
績
』（
一
九
一
四
年
）

①

こ
れ
ら
の
時
代
を
通
し
て
軍
需
局
の
銃
器
調
達
を
牽
制
し
た
の
は
、
ア
ジ
ア
へ
の
拓
殖
と
交
易
を
統
率
す
る
東
イ
ン
ド
会
社
と
ア

フ
リ
カ
奴
隷
貿
易
を
請
け
受
け
る
王
立
ア
フ
リ
カ
会
社
で
あ
る
。
軍
需
局
の
注
文
に
は
戦
時
か
平
時
か
に
よ
っ
て
数
量
の
大
差
が
あ

り
、性
能
の
検
査
も
と
く
に
厳
重
で
あ
っ
た
。他
方
貿
易
商
社
と
の
契
約
は
買
付
の
数
量
と
納
入
の
期
限
も
変
動
が
小
規
模
で
あ
り
、

ロ
ン
ド
ン
の
同
業
組
合
と
の
軋
轢
も
す
く
な
い
。
大
西
洋
奴
隷
貿
易
を
究
明
し
た
ジ
ョ
ゼ
フ
・
イ
ニ
コ
リ
の
大
著
『
ア
フ
リ
カ
人
と

イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命
』
に
は
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
の
銃
製
造
業
が
綿
密
に
分
析
さ
れ
る
。

大
西
洋
市
場
が
西
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
の
金
属
工
業
か
ら
受
け
た
影
響
は
、
ひ
と
つ
の
産
業
部
門
、
銃
製
造
業
の
歴
史
を
と
お
し

明
瞭
に
語
り
う
る
。
こ
の
地
域
に
あ
っ
て
銃
製
造
業
は
十
七
世
紀
後
半
に
台
頭
し
た
新
規
の
産
業
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
十

八
世
紀
末
に
は
と
り
わ
け
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
と
そ
の
近
郊
の
主
要
産
業
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
銃
製
造
と
い
う
精
密
な
作
業
の
た

め
、
そ
こ
で
は
有
能
な
熟
練
工
が
数
多
く
雇
わ
れ
た
。
十
九
世
紀
の
初
頭
ウ
ェ
ン
ズ
ベ
リ
の
兵
器
産
業
で
は
約
千
人
の
工
員
が

貿易商ファーマー
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雇
用
さ
れ
、
ダ
ル
ラ
ス
ト
ン
で
も
六
百
人
以
上
が
働
い
た
。
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
の
大
手
銃
製
造
業
者
が
一
七
八
八
年
に
誌
し
た
証

左
に
よ
れ
ば
、
十
八
世
紀
後
半
に
は
小
型
兵
器
の
量
産
の
た
め
、
四
千
人
か
ら
五
千
人
雇
わ
れ
た
と
言
う
。〈
中
略
〉

バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
の
主
要
な
銃
製
造
業
者
の
ひ
と
り
、
ジ
ョ
ン
・
ウ
ェ
イ
ト
リ
が
一
七
八
八
年
三
月
に
商
工
会
議
所
に
提
出
し

た
報
告
書
を
読
め
ば
、
こ
の
産
業
部
門
に
お
け
る
国
外
輸
出
と
政
府
納
入
の
比
重
は
明
ら
か
で
あ
る
。「
み
ず
か
ら
営
む
銃
製

造
業
に
つ
い
て
熟
慮
す
る
と
、
四
千
人
か
ら
五
千
人
が
こ
の
仕
事
で
生
計
を
立
て
、
平
時
に
は
九
分
ど
お
り
ア
フ
リ
カ
貿
易
に

支
え
ら
れ
る
。こ
の
商
易
が
ほ
か
の
商
売
と
異
質
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、彼
ら
の
死
活
が
こ
れ
に
依
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
」

ウ
ェ
イ
ト
リ
の
付
言
に
よ
れ
ば
、
戦
時
に
は
最
良
の
職
人
が
産
業
部
門
か
ら
募
ら
れ
て
、
政
府
や
請
負
企
業
に
雇
わ
れ
、
年
間

六
万
丁
か
ら
七
万
丁
の
銃
を
製
造
で
き
る
。「
こ
れ
ら
の
製
品
は
当
然
性
能
に
優
れ
、
驚
く
ほ
ど
迅
速
に
造
ら
れ
て
、
低
価
格

で
納
入
さ
れ
る
が
、
常
時
銃
製
造
業
を
支
え
る
方
途
は
ア
フ
リ
カ
貿
易
に
ほ
か
な
ら
ぬ
。」

ジ
ョ
ゼ
フ
・
イ
ニ
コ
リ
著
『
ア
フ
リ
カ
人
と
イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命
』

①

バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
の
金
属
産
業
に
か
ん
す
る
重
要
な
史
料
の
ひ
と
つ
は
、
同
市
の
古
文
書
館
に
蔵
さ
れ
る
フ
ァ
ー
マ
ー
＝
ゴ
ル
ト
ン

文
書
と
さ
れ
る
。
こ
の
史
料
は
一
七
五
〇
年
か
ら
一
八
三
〇
年
に
至
る
フ
ァ
ー
マ
ー
家
と
ゴ
ル
ト
ン
家
の
記
録
で
あ
っ
て
、
商
業
上

の
通
信
と
個
人
的
な
手
紙
の
手
稿
集
成
で
あ
る
。
右
に
引
用
し
た
著
書
『
ア
フ
リ
カ
人
と
イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命
』
で
も
フ
ァ
ー
マ
ー

＝
ゴ
ル
ト
ン
文
書
が
参
照
さ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
蓄
積
を
踏
ま
え
、
両
家
の
銃
製
造
を
主
題
と
す
る
論
文
で
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
は
つ

貿易商ファーマー
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ぎ
の
よ
う
に
述
べ
る
。

十
八
世
紀
を
通
じ
て
銃
製
造
業
者
は
マ
ニ
フ
ァ
ク
チ
ャ
ー
で
の
量
産
に
よ
っ
て
奴
隷
貿
易
と
他
の
交
易
組
織
、
と
り
わ
け
東

イ
ン
ド
会
社
付
属
の
軍
隊
を
も
銃
器
の
販
路
と
し
た
。
前
者
は
と
き
に
三
角
貿
易
、
ア
フ
リ
カ
貿
易
、
ま
た
は
大
西
洋
貿
易
と

呼
ば
れ
、
こ
の
論
文
で
は
銃
販
売
の
目
的
か
ら
ア
フ
リ
カ
貿
易
と
表
現
す
る
。
研
究
者
の
イ
ニ
コ
リ
と
リ
チ
ャ
ー
ド
は
フ
ァ
ー

マ
ー
＝
ゴ
ル
ト
ン
文
書
を
調
査
し
て
、バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
の
銃
製
造
と
金
属
工
業
に
ア
フ
リ
カ
貿
易
が
与
え
た
影
響
を
論
議
し
た
。

ア
フ
リ
カ
貿
易
か
ら
の
恒
常
的
で
活
発
な
需
要
は
、
七
年
戦
争
の
直
前
、
一
七
五
一
年
か
ら
一
七
五
四
年
ま
で
と
一
七
九
〇
年

代
に
最
高
潮
に
達
す
る
。
こ
れ
ら
需
要
の
不
均
等
に
よ
っ
て
、
好
況
時
に
は
労
働
力
や
原
料
、
と
く
に
石
炭
の
確
保
が
肝
要
と

な
る
。
起
業
家
と
労
働
者
、
あ
る
い
は
起
業
家
間
の
紛
争
が
こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
し
ば
し
ば
生
じ
、
一
七
七
二
年
に
高
姿

勢
の
ゴ
ル
ト
ン
は
、
商
売
敵
の
ト
ー
マ
ス
・
ハ
ド
レ
イ
や
他
の
起
業
家
と
係
争
し
、
市
井
の
暴
動
す
ら
誘
発
し
た
。
七
年
戦
争

な
ど
戦
時
に
は
政
府
が
ア
フ
リ
カ
貿
易
か
ら
の
需
要
を
抑
制
し
、
悪
し
き
方
面
へ
武
器
が
売
ら
れ
る
の
を
、
輸
出
の
規
制
に
よ

っ
て
妨
害
し
た
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
、
前
掲

①

国
内
市
場
で
個
人
的
消
費
に
た
め
求
め
ら
れ
る
多
く
の
金
属
製
品
と
異
な
り
、
銃
器
製
造
は
軍
需
局
へ
の
納
入
と
海
外
へ
の
調
達

を
主
眼
と
す
る
特
殊
な
産
業
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
各
々
の
企
業
で
は
関
係
諸
機
関
と
の
折
衝
が
肝
要
で
あ
り
、
販
売
担
当
者
の

貿易商ファーマー
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役
割
が
と
く
に
重
視
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
企
業
主
の
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
フ
ァ
ー
マ
ー
は
東
イ
ン
ド
会
社
や
王
立
ア
フ
リ
カ
会
社
と
契

約
す
る
一
方
、
輸
送
船
の
確
保
の
た
め
リ
バ
プ
ー
ル
に
赴
き
、
さ
ら
に
は
大
陸
の
諸
都
市
で
販
路
の
拡
大
を
試
み
た
。
こ
う
し
た
フ

ァ
ー
マ
ー
の
東
奔
西
走
が
イ
ニ
コ
リ
の
大
著
で
綿
密
に
追
跡
さ
れ
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
銃
製
造
業
者
は
西
ア
フ
リ
カ
へ
直
接
輸
出
す
る
の
と
は
別
に
、
ア
フ
リ
カ
市
場
で
銃
の
取
引
を
す
る
大
陸
の
貿

易
商
に
も
卸
売
を
し
た
。
西
ア
フ
リ
カ
で
商
売
を
す
る
イ
ギ
リ
ス
と
大
陸
の
貿
易
商
双
方
に
売
り
込
む
よ
う
、
も
と
も
と
彼
ら

は
製
造
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
意
図
は
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
フ
ァ
ー
マ
ー
と
サ
ミ
エ
ル
・
ゴ
ル
ト
ン
と
の
書
簡
を
読
め
ば
わ

か
る
。
こ
の
ふ
た
り
は
銃
製
造
を
共
同
で
営
み
、
や
が
て
フ
ァ
ー
マ
ー
＝
ゴ
ル
ト
ン
社
を
設
立
す
る
の
で
あ
る
。
一
七
四
八
年

か
ら
一
七
四
九
年
に
か
け
て
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
フ
ァ
ー
マ
ー
は
、
み
ず
か
ら
の
製
品
を
販
売
す
る
た
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
北
西
の
主

要
な
諸
都
市
を
廻
っ
た
。
一
七
四
八
年
十
月
に
彼
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ダ
ン
ケ
ル
ク
か
ら
サ
ミ
エ
ル
・
ゴ
ル
ト
ン
へ
手
紙
を
送
り
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
書
い
た
。
「
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
製
作
の
あ
ら
ゆ
る
器
具
が
大
量
に
売
れ
ま
す
。
・
・
・
こ
こ
に
は
ア
フ
リ
カ
へ
の

航
路
が
ふ
た
つ
あ
り
、
一
方
は
ア
ン
ゴ
ラ
行
き
、
他
方
は
黄
金
海
岸
行
き
で
す
。・
・
・
フ
ラ
ン
ス
の
あ
ら
ゆ
る
港
町
の
主
要

な
貿
易
商
を
、
私
は
紹
介
し
て
頂
き
ま
し
た
。
マ
ル
チ
ニ
ッ
ク
と
サ
ン
ト
・
ド
ミ
ン
ゴ
へ
の
船
便
が
多
数
あ
っ
て
、
大
量
の
鉄

器
の
輸
送
で
き
ま
す
。
私
は
雛
形
を
送
っ
て
、
大
口
の
注
文
を
取
り
付
け
る
つ
も
り
で
す
。」

イ
ニ
コ
リ
著
、
前
掲

①
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さ
き
に
述
べ
た
ピ
ア
ソ
ン
著
『
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ゴ
ル
ト
ン
ー
そ
の
生
涯
、
書
簡
、
業
績
』
に
は
、
こ
れ
ら
の
企
業
家
に
つ
い
て
簡

潔
で
は
あ
る
が
、
注
目
す
べ
き
記
述
が
含
ま
れ
る
。
こ
こ
で
も
ピ
ア
ソ
ン
は
ク
エ
ー
カ
ー
の
精
神
的
特
質
に
触
れ
な
が
ら
、
フ
ァ
ー

マ
ー
＝
ゴ
ル
ト
ン
社
の
事
業
が
奴
隷
貿
易
と
係
わ
り
、
や
が
て
金
融
業
に
ま
で
変
貌
す
る
こ
と
を
語
る
。

ク
エ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
大
規
模
な
商
易
が
確
立
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
金
融
業
へ
の
関
与
も
お
お
む
ね
彼
ら
の
手
中
に

あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
そ
う
し
た
活
力
、
根
気
、
勉
励
を
語
る
に
止
め
る
。
宗
派
の
崇
高
な
原
則
を
彼
ら
が
つ
ね
に
遵
守
し
た
よ

う
に
は
思
わ
れ
な
い
。、
海
賊
船
か
ら
身
を
護
る
た
め
、
銃
器
を
輸
送
す
る
商
船
と
連
携
し
た
と
の
理
由
で
、
ヨ
ー
ク
シ
ェ
ア

ー
の
キ
リ
ス
ト
友
会
会
員
は
除
名
さ
れ
、
他
方
ゴ
ル
ト
ン
家
と
フ
ァ
ー
マ
ー
家
は
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
に
銃
器
製
造
所
を
設
置
し
、

大
量
の
マ
ス
ケ
ッ
ト
銃
を
政
府
に
納
入
し
た
。
し
か
も
、
彼
ら
の
商
易
は
多
岐
に
及
び
、
リ
ス
ボ
ン
で
は
巨
大
な
取
引
を
果
た

し
、
ア
メ
リ
カ
で
は
五
万
四
千
ホ
ン
ド
に
相
当
す
る
多
数
の
奴
隷
を
一
度
に
売
り
渡
し
た
。
サ
ミ
エ
ル
・
ゴ
ル
ト
ン
と
テ
ル
チ

ウ
ス
・
ゴ
ル
ト
ン
の
時
代
に
は
、
フ
ァ
ー
マ
ー
家
と
の
共
同
で
つ
い
に
は
金
融
業
に
ま
で
手
を
伸
ば
す
。
ゴ
ル
ト
ン
家
を
は
じ

め
大
抵
の
企
業
家
は
、
田
園
で
の
生
活
か
ら
町
々
の
小
売
商
に
移
り
、
さ
ら
に
は
産
業
の
新
た
な
発
展
の
も
と
で
大
規
模
な
商

易
を
企
画
す
る
。
こ
う
し
て
ク
エ
ー
カ
ー
の
特
質
が
、
彼
ら
を
つ
ね
に
蘇
生
さ
せ
た
。

ピ
ア
ソ
ン
著
、
前
掲

①

貿易商ファーマー
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第
二
節

銃
砲
業
者
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ァ
ー
マ
ー
と
リ
ス
ボ
ン
大
地
震

一
七
五
五
年
十
一
月
一
日
リ
ス
ボ
ン
に
滞
在
し
た
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ァ
ー
マ
ー
も
、
み
ず
か
ら
の
被
災
を
記
録
に
留
め
た
。
し

か
し
、『
テ
ィ
モ
シ
イ
・
キ
ド
ヌ
ン
ク
の
証
言
』
と
題
す
る
主
要
な
文
書
は
、
略
歴
を
主
体
と
し
た
概
要
の
み
が
公
開
さ
れ
、
三
十

頁
以
上
に
わ
た
る
本
文
は
稀
覯
本
と
し
て
手
稿
の
み
個
人
的
に
所
蔵
さ
れ
る
。
①
ま
た
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
の
執
筆
と
誌
さ
れ
る
小

冊
子
も
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
筆
者
は
こ
れ
に
多
少
の
疑
念
を
抱
き
、
史
料
と
す
る
の
を
躊
躇
し
て
い
る
。
さ
き
に
挙
げ
た
稀

覯
本
を
、
残
念
に
も
筆
者
は
い
ま
だ
閲
読
で
き
な
い
が
、
こ
の
文
書
に
つ
い
て
研
究
者
ペ
イ
ス
は
、
著
書
『
神
の
怒
り
ー
リ
ス
ボ
ン

大
地
震
一
七
五
五
年
』
に
お
い
て
大
要
を
紹
介
し
た
。
著
書
全
巻
を
と
お
し
て
彼
の
読
解
と
考
証
に
は
高
い
信
頼
度
が
感
じ
ら
れ
、

以
下
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
に
つ
い
て
は
ペ
イ
ス
の
記
述
に
依
拠
す
る
。
リ
ス
ボ
ン
に
定
住
す
る
貿
易
商
の
チ
ェ
イ
ズ
や
ブ
ラ
ド
ッ
ク
と
は

異
な
っ
て
、
牧
師
ゴ
ダ
ー
ル
等
と
同
じ
く
銃
砲
業
者
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
は
地
震
発
生
の
直
前
リ
ス
ボ
ン
へ
到
着
し
た
。

同
じ
頃
に
来
た
企
業
家
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ァ
ー
マ
ー
は
、（
南
方
開
発
局
長
官
）
ト
ー
マ
ス
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
か
ら
カ
ス
ト

レ
ス
に
宛
て
た
紹
介
状
を
携
え
て
い
た
。
こ
の
書
類
は
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
に
あ
る
大
手
の
銃
製
造
業
、
フ
ァ
ー
マ
ー
＝
ゴ
ル
ト
ン

社
の
名
声
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
り
、
同
社
は
政
府
へ
の
武
器
調
達
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
開
発
市
場
、
さ
ら
に
は
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白
人
と
黒
人
に
よ
る
ア
フ
リ
カ
奴
隷
貿
易
に
も
関
与
し
て
い
た
。
こ
の
夏
は
フ
ァ
ー
マ
ー
家
に
と
っ
て
快
適
な
日
々
で
は
な
か

っ
た
。
カ
ボ
・
ヴ
ェ
ル
デ
群
島
で
一
艘
の
持
船
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
官
憲
に
拿
捕
さ
れ
、
裁
判
所
に
返
還
要
求
を
提
訴
し
た
の
で
あ

る
。
リ
ス
ボ
ン
に
お
け
る
外
国
人
協
力
者
が
巨
額
の
負
債
を
惹
き
起
し
、
社
主
で
あ
る
従
兄
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
フ
ァ
ー
マ
ー
が
、

共
同
経
営
者
サ
ミ
エ
ル
・
ゴ
ル
ト
ン
の
資
産
を
も
秘
か
に
担
保
に
し
て
、
必
死
に
弁
済
の
方
策
を
模
索
し
て
い
た
。

エ
ド
ワ
ー
ド
・
ペ
イ
ス
著
『
神
の
怒
り
ー
リ
ス
ボ
ン
大
地
震
一
七
五
五
年
』（
二
〇
〇
八
年
）
①

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ァ
ー
マ
ー
は
創
業
者
ジ
ョ
ゼ
フ
・
フ
ァ
ー
マ
ー
の
甥
で
あ
り
、
現
在
の
社
主
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
フ
ァ
ー
マ
ー
の

従
弟
に
当
た
る
。
か
っ
て
創
業
者
が
兼
務
し
た
渉
外
・
販
売
の
部
門
を
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
幹
部
と
し
て
担
当
し
た
。
一
七
五
五
年
フ

ァ
ー
マ
ー
＝
ゴ
ル
ト
ン
社
の
事
業
は
ふ
た
つ
の
難
題
を
抱
え
、
今
回
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
滞
在
は
そ
れ
ら
を
打
開
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

苦
難
の
第
一
は
同
社
の
持
船
が
カ
ボ
・
ヴ
ェ
ル
デ
群
島
で
押
収
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
群
島
は
ア
フ
リ
カ
西
海
岸
か
ら
約
五

七
〇
キ
ロ
、
ブ
ラ
ジ
ル
北
海
岸
へ
は
約
三
千
キ
ロ
の
大
西
洋
に
位
置
し
、
一
五
世
紀
以
降
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
植
民
地
と
し
て
奴
隷
貿
易

の
重
要
な
中
継
地
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
海
運
の
大
半
は
イ
ギ
リ
ス
貿
易
商
の
持
船
が
担
っ
た
が
、
造
船
に
は
莫
大
な
経
費
を
必
要

と
し
、
運
航
に
お
い
て
も
荒
天
や
海
賊
の
危
険
が
付
き
纏
っ
た
。
そ
の
た
め
個
々
の
商
船
に
つ
い
て
十
人
か
ら
二
十
人
ほ
ど
の
貿
易

貿易商ファーマー
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商
が
共
同
で
出
資
し
、
う
ち
一
名
な
い
し
二
名
が
船
舶
管
理
人
に
選
ば
れ
た
と
さ
れ
る
。
①

し
か
し
、
カ
ボ
・
ヴ
ェ
ル
デ
群
島
で

拿
捕
さ
れ
た
の
は
、
フ
ァ
ー
マ
ー
＝
ゴ
ル
ト
ン
社
専
用
の
大
型
帆
船
で
あ
り
、
製
品
の
銃
器
と
と
き
に
は
黒
人
奴
隷
が
そ
こ
に
積
ま

だ

ほ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
ア
フ
リ
カ
西
海
岸
や
カ
ボ
・
ヴ
ェ
ル
デ
群
島
へ
出
張
し
た
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
も
、
奴
隷
商
人
に
マ
ス
ケ
ッ
ト
銃
を
調

達
す
る
と
と
も
に
、
奴
隷
自
体
の
売
買
に
関
与
し
た
か
も
知
れ
な
い
。
ペ
イ
ス
に
よ
る
解
説
を
さ
ら
に
続
け
る
。

リ
ス
ボ
ン
に
到
着
し
て
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
は
、
同
業
の
イ
ギ
リ
ス
人
貿
易
商
の
邸
宅
に
寄
寓
し
た
。
中
庭
の
向
側
を
見
上
げ
る

と
、
グ
リ
ー
ン
連
隊
大
佐
の
住
居
が
あ
る
。
大
佐
の
長
女
が
そ
こ
か
ら
見
下
ろ
し
て
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
に
微
笑
む
よ
う
に
映
じ

た
。
こ
の
地
で
彼
が
着
手
し
た
の
は
社
主
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
フ
ァ
ー
マ
ー
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
バ
ー
ク
レ
イ
、
リ
ス
ボ
ン
の
支
店
を

支
援
す
る
よ
う
金
融
業
者
サ
ム
・
モ
ン
タ
イ
ト
に
、
ま
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
法
廷
へ
の
提
訴
を
援
護
す
る
よ
う
イ
ギ
リ
ス
大
使
カ
ス

ト
レ
ス
に
懇
請
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

ペ
イ
ス
著
、
前
掲

②

フ
ァ
ー
マ
ー
＝
ゴ
ル
ト
ン
社
を
遮
ぎ
る
第
二
の
難
題
は
、
投
機
に
よ
る
巨
額
の
夫
妻
で
あ
る
。
こ
の
新
規
の
事
業
は
社
主
ジ
ェ
イ
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ム
ズ
の
指
示
に
よ
っ
て
リ
ス
ボ
ン
で
な
さ
れ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
貿
易
商
バ
ー
ク
レ
イ
も
関
与
し
た
と
思
わ
れ
る
。
バ
ー
ク
レ
イ

家
は
本
来
毛
織
物
を
取
引
し
た
が
、
ロ
ン
ド
ン
の
金
匠
フ
レ
ア
ム
家
と
姻
戚
関
係
に
あ
り
、
さ
ら
に
幾
組
か
の
婚
姻
を
と
お
し
ゴ
ル

ト
ン
家
と
も
親
密
で
あ
っ
た
。
金
匠
と
は
貴
金
属
商
が
手
形
を
発
行
し
て
貨
幣
を
預
か
る
金
融
業
で
あ
り
、
銀
行
の
草
分
け
と
言
わ

れ
る
。
十
六
世
紀
か
ら
現
代
に
至
る
バ
ー
ク
レ
イ
の
家
系
総
覧
は
、
系
図
と
略
歴
だ
け
で
四
五
〇
頁
を
超
え
る
大
冊
で
あ
る
が
、
ベ

ン
ジ
ャ
ミ
ン
の
記
録
に
該
当
す
る
記
さ
れ
る
人
物
は
ふ
た
り
見
出
さ
れ
る
。
バ
ー
ク
レ
イ
銀
行
創
業
者
の
ひ
と
り
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
・

バ
ー
ク
レ
イ
が
そ
れ
に
当
た
れ
ば
、
一
七
五
五
年
に
は
七
三
歳
の
高
齢
で
あ
る
が
、
こ
の
家
系
は
頑
健
な
肉
体
で
も
よ
く
知
ら
れ
て

い
た
。
ま
た
、
同
名
の
息
子
長
男
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
バ
ー
ク
レ
イ
で
あ
れ
ば
、
当
時
二
九
歳
の
青
年
実
業
家
で
あ
り
、
の
ち
に
北
米
の

博
愛
的
な
経
営
者
と
し
て
令
名
を
博
し
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
と
も
親
交
を
結
ん
だ
。
①

な
お
、
重
傷
の
ま
ま
避
難

す
る
貿
易
商
ト
マ
ズ
・
チ
ェ
イ
ズ
が
、
王
宮
河
港
で
見
か
け
た
「
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
バ
ー
ク
レ
イ
、
右
足
を
砕
か
れ
、
茣
蓙
の
う
え
に

横
臥
す
る
知
人
」
も
、
フ
ァ
ー
マ
ー
＝
ゴ
ル
ト
ン
社
と
係
り
の
あ
る
在
留
者
か
も
知
れ
な
い
。
②

カ
ー
プ
・
ヴ
ェ
ル
デ
諸
島
で
自
社
の
持
船
を
押
収
さ
れ
、
返
還
の
要
求
の
た
め
リ
ス
ボ
ン
に
来
た
ば
か
り
の
貿
易
商
、
ベ
ン

ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ァ
ー
マ
ー
は
地
震
の
と
き
多
く
の
人
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
、
助
け
が
来
る
の
を
期
待
し
て
、
住
居
の
階
段
口
へ

貿易商ファーマー
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避
難
し
た
。
中
庭
へ
踏
み
込
み
、
瓦
礫
の
山
に
遮
ら
れ
た
瞬
間
、
わ
が
名
を
呼
ぶ
声
を
聞
い
た
。
上
を
仰
ぐ
と
彼
の
隣
人
、
連

隊
の
中
尉
と
そ
の
家
族
が
梯
子
の
な
い
二
階
か
ら
跳
び
降
り
る
構
え
で
あ
る
。当
地
で
中
尉
の
娘
か
ら
い
つ
も
笑
顔
を
示
さ
れ
、

日
々
の
楽
し
み
に
な
っ
て
い
た
が
、
い
ま
や
彼
女
は
狂
っ
た
よ
う
に
瓦
礫
を
指
さ
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
ら
し
き
言
葉
で
激
し
く

喚
く
。
し
か
し
、
前
方
か
ら
甲
高
い
少
女
の
声
が
聞
え
、
フ
ァ
ー
マ
ー
に
は
ど
ん
な
事
態
か
判
っ
た
。
中
庭
で
遊
ん
で
い
た
か
、

二
階
か
ら
落
ち
た
の
か
、
ひ
と
り
の
子
ど
も
の
が
、
倒
壊
す
る
壁
の
下
敷
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

叫
び
声
の
方
向
へ
フ
ァ
ー
マ
ー
は
踏
み
込
み
。
で
き
る
だ
け
の
近
く
ま
で
地
面
を
掻
き
分
け
た
。
ど
の
よ
う
に
地
上
へ
降
り

た
の
か
、
子
ど
も
の
父
と
兄
も
現
わ
れ
、
と
も
に
瓦
礫
を
押
し
分
け
て
、
や
が
て
フ
ァ
ー
マ
ー
の
手
に
小
さ
な
顔
が
触
れ
る
。

そ
の
と
き
軽
度
の
震
動
が
ふ
た
た
び
煉
瓦
や
石
材
を
中
庭
に
降
ら
せ
た
。
や
む
な
く
咄
嗟
に
避
難
し
た
が
、
地
震
が
止
む
と
す

ぐ
に
再
開
し
、
つ
い
に
少
女
を
救
い
上
げ
る
。
彼
女
に
な
ん
の
傷
痕
も
な
く
、
フ
ァ
ー
マ
ー
は
後
日
つ
ぎ
の
よ
う
に
回
想
し
た
。

「
わ
が
子
を
腕
に
抱
え
た
父
親
の
表
情
は
、
い
か
な
る
筆
墨
で
も
描
き
え
ず
、
感
極
ま
る
彼
の
語
調
も
、
表
現
に
尽
し
難
い
。
」

そ
の
朝
発
生
し
た
一
切
の
困
苦
が
、
娘
の
救
出
に
よ
っ
て
父
親
の
念
頭
か
ら
消
え
た
の
で
あ
る
。

ペ
イ
ス
著
、
前
掲

①

リ
ス
ボ
ン
で
未
曾
有
の
災
害
に
遭
遇
し
た
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
は
、
危
急
に
対
処
で
き
る
気
力
と
経
験
を
備
え
て
い
た
。
少
年
の
頃
か

ら
俊
敏
と
評
さ
れ
た
彼
は
、
一
七
四
五
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
カ
ロ
デ
ン
の
戦
い
に
国
王
軍
の
ひ
と
り
と
し
て
出
陣
し
た
。

名
誉
革
命
を
受
け
入
れ
ず
、
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
朝
の
復
活
を
目
差
す
反
乱
は
こ
こ
で
終
結
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
企
業
家
に
転
じ
た

貿易商ファーマー

①

FA
RM

ER,Benjam
in,Som

e
accountofTim

othy
Q

uidnunc
the

author.online.

②

Paice,op.cit.,pp.109-110.

18/22

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
は
、
旅
先
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
山
賊
に
人
質
と
し
て
拉
致
さ
れ
、
生
命
を
危
く
さ
れ
た
が
、
高
貴
な
風
采
の
人
士
に
救

護
さ
れ
た
。
大
地
震
以
前
の
災
難
と
思
わ
れ
る
。
①
今
回
彼
が
寄
宿
し
、
少
女
を
救
出
し
た
地
点
は
、
お
そ
ら
く
リ
ス
ボ
ン
の
繁

華
街
、
大
商
人
や
金
融
業
者
が
多
く
住
む
鉄
柵
新
町
あ
た
り
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ペ
イ
ス
に
よ
る
概
要
に
は
さ
ら
に
市
中
の
凄
惨
な

様
相
が
誌
さ
れ
る
。

昼
下
り
バ
イ
シ
ャ
地
区
の
大
半
は
火
焔
に
包
ま
れ
て
い
た
。
フ
ァ
ー
マ
ー
は
住
居
近
く
の
小
さ
な
広
場
で
も
埋
も
れ
た
人
た

ち
を
救
出
し
、
も
う
立
ち
去
っ
て
も
よ
い
と
判
断
し
た
。
沈
痛
な
避
難
者
の
流
れ
と
と
も
に
、
と
ぼ
と
ぼ
と
北
の
方
へ
歩
き
つ

つ
、
彼
は
周
り
を
見
詰
め
た
。
だ
れ
の
目
も
み
な
凝
視
し
な
が
ら
な
に
も
の
も
捉
え
ず
、
口
は
広
く
開
い
て
不
気
味
な
呻
き
を

発
し
、
髪
は
乱
れ
て
逆
立
ち
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
雰
囲
気
の
な
か
で
フ
ァ
ー
マ
ー
は
自
身
も
ま
た
同
じ
恐
怖
に
憑
か
れ
た
よ

う
に
震
え
た
。

ペ
イ
ス
著
、
前
掲

②

リ
ス
ボ
ン
の
震
災
は
多
く
の
企
業
家
を
破
滅
に
追
い
込
ん
だ
。
家
具
製
造
業
者
ジ
ョ
ゼ
フ
・
マ
イ
は
す
べ
て
の
現
金
と
貯
蓄
を
喪

失
し
、
弟
か
ら
四
千
ポ
ン
ド
も
借
り
る
羽
目
に
な
っ
た
。
ワ
イ
ン
と
織
物
の
貿
易
商
、
ド
ン
カ
ン
・
ク
ラ
ー
ク
は
七
〇
〇
ポ
ン
ド
の

商
品
と
一
八
〇
ポ
ン
ド
の
現
金
を
護
っ
た
が
、
二
千
ポ
ン
ド
の
負
債
に
至
り
、
復
帰
を
諦
め
た
。
ま
た
噂
に
よ
れ
ば
、
ブ
ラ
ジ
ル
産

貿易商ファーマー



①

Paice,op.cit.,pp.126-127.

②

Ibid.,pp.178-179.
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ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
取
引
業
者
、
大
手
の
ブ
リ
ス
ト
ウ
＝
ワ
ー
ド
社
は
膨
大
な
現
金
貯
蔵
を
寸
毫
も
防
禦
で
き
な
か
っ
た
。
同
じ
く
大

手
で
あ
る
ペ
リ
ー
＝
メ
リ
ッ
シ
ュ
＝
デ
ヴ
ィ
ス
ム
社
の
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
デ
ヴ
ィ
ス
ム
は
バ
イ
シ
ャ
地
区
の
烈
火
を
潜
っ
て
、
ノ
ー
ヴ

ァ
・
ド
・
ア
ル
マ
ダ
街
の
経
理
事
務
所
へ
突
進
を
試
み
た
が
、
二
度
と
も
失
敗
し
た
と
巷
間
で
囁
か
れ
る
。
そ
し
て
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ

ン
・
フ
ァ
ー
マ
ー
が
自
社
へ
の
支
援
を
熱
望
し
た
金
融
業
者
サ
ム
・
モ
ン
タ
イ
グ
ー
ト
は
す
べ
て
を
喪
失
し
、
も
は
や
何
事
も
期
待

で
き
な
い
と
述
べ
た
。
①
実
業
界
の
被
害
を
列
挙
す
る
な
か
で
、
ペ
イ
ス
は
フ
ァ
ー
マ
ー
＝
ゴ
ル
ト
ン
社
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。

「
神
慮
に
よ
る
鉄
槌
が
」
と
ウ
ェ
ル
ト
シ
ェ
ア
州
の
毛
織
物
貿
易
商
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
ン
セ
イ
は
日
記
に
誌
し
た
。「
我
ら

一
家
を
打
ち
砕
き
、
業
務
を
破
滅
に
追
い
込
ん
だ
こ
と
か
。
」
彼
は
リ
ス
ボ
ン
に
置
い
た
商
品
と
千
ポ
ン
ド
も
の
債
権
を
失
っ

た
だ
け
で
な
く
、
兄
の
貿
易
商
ウ
ィ
リ
ア
ム
、
投
資
協
会
理
事
の
た
め
債
務
を
背
負
っ
た
の
で
さ
る
。
こ
の
兄
も
震
災
に
よ
っ

て
二
万
三
千
ポ
ン
ド
の
債
権
を
ほ
と
ん
ど
棒
に
振
っ
た
。ロ
ン
ド
ン
在
住
の
ダ
ニ
エ
ル
・
ホ
イ
サ
ー
ド
が
破
産
し
た
と
聞
い
て
、

す
で
に
積
荷
し
た
四
万
五
千
ポ
ン
ド
の
毛
織
物
に
つ
い
て
売
却
の
契
約
を
無
効
に
し
た
い
と
、
ふ
た
り
の
貿
易
商
が
南
方
開
発

局
幹
事
ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ォ
ク
ス
に
訴
え
た
が
、
徒
労
に
終
わ
っ
た
。
そ
し
て
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
の
従
兄
、
銃
製
造
業
者
ジ
ェ
イ

ム
ズ
・
フ
ァ
ー
マ
ー
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
一
七
五
五
年
の
夏
金
融
上
の
苦
境
に
あ
っ
て
、
こ
の
と
き
決
定
的
な
打
撃
を
受
け
、

債
権
者
と
調
停
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

ペ
イ
ス
著
、
前
掲

②

貿易商ファーマー

①

K
enneth

M
axw

ell,Pom
bal,Paradox

ofthe
Enlightenm

ent,Cam
bridge,1995.pp.56,59.

②

W
illiam

,op.cit.,p125.
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一
七
五
〇
年
国
務
尚
書
に
抜
擢
さ
れ
、
宮
廷
の
実
権
を
掌
握
し
た
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
カ
ル
ヴ
ァ
リ
ョ
は
、
自
国
産
業
の
育
成
を

重
視
し
、
イ
ギ
リ
ス
勢
力
へ
の
抵
抗
を
強
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
路
線
の
第
一
は
ブ
ラ
ジ
ル
貿
易
に
つ
い
て
英
国
商
館
か
ら

主
導
権
を
奪
還
し
、
自
国
民
に
よ
る
特
権
会
社
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
る
。
金
、
砂
糖
、
タ
バ
コ
な
ど
主
要
な
産
物
の
取
引
が
厳
し

く
査
閲
さ
れ
、
一
七
五
五
年
六
月
に
は
商
船
隊
を
も
有
す
る
貿
易
機
関
、
グ
ラ
ン
・
パ
ラ
・
マ
ラ
ニ
ヤ
ン
会
社
が
設
立
さ
れ
た
。
①

リ
ス
ボ
ン
に
お
け
る
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
フ
ァ
ー
マ
ー
の
投
機
破
綻
と
カ
ボ
・
ヴ
ェ
ル
デ
群
島
に
お
け
る
大
型
帆
船
の
拿
捕
は
、
お
そ

ら
く
ポ
ン
バ
ル
政
権
の
強
硬
な
路
線
と
係
り
が
あ
ろ
う
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
の
論
文
「
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
フ
ァ
ー
マ
ー
と
サ
ミ
エ
ル
・
ゴ

ル
ト
ン
」
に
は
リ
ス
ボ
ン
大
地
震
の
余
波
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
る
。

一
七
五
五
年
は
ジ
ェ
イ
ム
ズ
と
サ
ミ
エ
ル
に
と
っ
て
重
大
な
年
と
な
っ
た
。
諸
国
間
の
対
立
は
七
年
戦
争
へ
と
発
展
し
、
銃

製
造
業
者
に
繁
栄
の
契
機
を
与
え
た
が
、
同
年
リ
ス
ボ
ン
で
投
機
に
失
敗
し
た
た
め
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
経
営
基
盤
が
完
全
に
崩

れ
た
。
そ
の
結
果
翌
年
三
月
に
両
者
の
提
携
が
解
消
さ
れ
た
。
以
後
数
ヵ
月
金
融
的
な
処
理
に
多
大
の
労
苦
が
費
や
さ
れ
た
こ

と
が
、
彼
ら
の
書
簡
か
ら
読
み
取
れ
る
。
こ
う
し
て
サ
ミ
エ
ル
・
ゴ
ル
ト
ン
が
企
業
の
主
導
権
を
掌
握
し
、
業
務
の
詳
細
を
逐

一
手
帳
に
記
録
し
た
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
、
前
掲

②

貿易商ファーマー



①Paice,op.cit.,p.182.
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震
災
に
よ
っ
て
フ
ァ
ー
マ
ー
家
は
致
命
的
な
打
撃
を
受
け
た
。
ジ
ィ
ム
ズ
は
銃
製
造
業
か
ら
手
を
引
き
、
軍
需
局
へ
の
武
器
調
達

に
つ
い
て
も
翌
年
サ
ミ
エ
ル
・
ゴ
ル
ド
ン
に
名
義
が
変
更
さ
れ
る
。
し
か
し
、
大
地
震
で
多
大
の
損
害
を
受
け
た
も
の
の
、
多
く
の

イ
ギ
リ
ス
人
貿
易
商
が
リ
ス
ボ
ン
で
や
が
て
業
務
を
再
開
し
た
。
衣
料
品
や
建
築
資
材
の
大
幅
な
需
要
が
彼
ら
を
活
気
づ
け
た
と
も

言
わ
れ
る
。
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ァ
ー
マ
ー
の
責
務
で
あ
る
帆
船
拿
捕
へ
の
抗
議
も
裁
判
が
長
期
化
し
、
彼
も
な
お
数
年
し
ば
し
ば

こ
の
地
に
滞
在
し
た
。
①

震
災
か
ら
の
復
興
を
契
機
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
社
会
は
、
歴
史
的
な
転
換
を
遂
げ
つ
つ
あ
っ
た
。
リ
ス
ボ
ン
の
大
規
模
な
都
市
改
造

に
着
手
し
た
宰
相
ポ
ン
バ
ル
は
、
自
国
産
業
の
保
護
・
育
成
や
啓
蒙
主
義
的
な
文
化
政
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
改
革
に
批
判
的

な
政
治
勢
力
と
宗
教
団
体
に
容
赦
な
く
抑
圧
を
強
め
る
。
一
七
五
八
年
国
王
へ
の
暗
殺
未
遂
事
件
が
摘
発
さ
れ
、
最
高
位
の
貴
族
ア

ヴ
ェ
イ
ロ
公
爵
ら
が
火
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ポ
ン
バ
ル
の
独
裁
体
制
が
以
後
二
〇
年
間
不
動
の
も
の
と
な
る
。
ペ
イ

ス
著
『
神
の
怒
り
ー
リ
ス
ボ
ン
大
地
震
一
七
五
五
年
』
の
一
文
を
参
照
す
る
。

一
七
五
九
年
六
人
の
貴
族
と
五
人
の
平
民
が
死
刑
の
判
決
を
受
け
、
翌
朝
う
ち
十
人
が
市
内
を
引
き
回
さ
れ
て
牢
獄
か
ら
ベ

レ
ン
王
宮
前
の
広
場
に
移
さ
れ
た
。
寒
冷
に
も
か
か
わ
ら
ず
八
時
三
十
分
に
集
っ
た
膨
大
な
群
衆
─
市
民
全
員
と
も
七
万
人
と

も
言
わ
れ
る
─
が
、
大
地
震
以
降
も
っ
と
も
噂
の
高
い
出
来
事
を
目
の
あ
た
り
に
し
た
。〈
中
略
〉

カ
ー
プ
・
ヴ
ェ
ル
デ
諸
島
で
の
船
舶
押
収
に
抗
議
す
る
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ァ
ー
マ
ー
は
、
リ
ス
ボ
ン
の
司
法
当
局
に
引
続

貿易商ファーマー

①Paice,op.cit.,p.207,209.

Pearson,op.cit.,p.40.
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き
補
償
を
求
め
、
救
済
措
置
の
望
み
も
皆
無
で
は
な
か
っ
た
。
ア
ヴ
ェ
イ
ロ
公
爵
ら
が
処
刑
さ
れ
た
日
、
彼
は
丘
陵
へ
の
散
歩

の
帰
り
道
で
、
ベ
レ
ム
か
ら
首
都
へ
戻
る
数
多
の
群
衆
に
出
会
っ
た
。
群
衆
の
歩
み
は
遅
く
、
眼
差
し
は
地
を
離
れ
な
い
。
完

全
な
沈
黙
が
支
配
し
た
。
溜
息
と
足
音
の
ほ
か
は
な
に
も
聞
え
な
い
。
憤
怒
で
は
な
く
、
底
知
れ
ぬ
暗
鬱
に
だ
れ
の
面
持
も
覆

た
め
い
き

わ
れ
て
い
る
。
フ
ァ
ー
マ
ー
は
そ
の
光
景
に
深
い
衝
撃
を
受
け
、
同
じ
よ
う
に
暗
澹
た
る
情
念
を
体
験
し
た
過
去
を
思
い
だ
し

た
。
か
の
大
地
震
の
と
き
、
新
造
の
埠
頭
が
沈
没
し
、
首
都
低
地
帯
も
海
嘯
が
脅
か
さ
れ
た
と
き
、
同
じ
よ
う
な
様
相
で
群
衆

は
丘
陵
へ
退
避
し
た
の
で
あ
る
。

ペ
イ
ス
著
、
前
掲
。

①

貿易商ファーマー



①
ポ
ー
ル
・
マ
ン
ト
ウ
著
、
徳
増
榮
太
郎
ほ
か
訳
『
産
業
革
命
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
六
四
年
。
五
三
四
ー
五
三
九
頁
。

RobertE.Schofield,The
Linar

Society
ofBirm

ingham
,O

xford,1963.pp.17-19,42-43.W
illim

s,op.cit.,pp.17-18.

②H
.W

.D
ickinson,M

atthew
Boulton,Cam

bridge,1937.pp.25-29.
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第
三
節

震
災
後
の
フ
ァ
ー
マ
ー
＝
ゴ
ル
ト
ン
家
系
と
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
啓
蒙

一
八
五
〇
年
代
の
後
半
イ
ギ
リ
ス
で
は
ミ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
揺
籃
の
地
と
し
て
産
業
革
命
が
興
起
し
、
機
械
制
大
工
業
が
形
成
さ

れ
つ
つ
あ
っ
た
。
繊
維
工
業
の
中
心
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
と
と
も
に
ブ
ラ
ッ
ク
・
カ
ン
ト
リ
ー
で
は
鉄
工
業
の
規
模
と
技
術
が
革
新
さ

れ
、
経
済
発
展
を
導
く
学
術
的
活
動
、
い
わ
ゆ
る
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
啓
蒙
も
開
花
し
つ
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
産
業
開
発
と
学
芸
振
興
の

要
を
な
し
た
の
は
、
教
養
豊
か
な
企
業
家
マ
シ
ュ
ー
・
ボ
ウ
ル
ト
ン
で
あ
る
。
①
一
七
二
八
年
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
で
生
ま
れ
た
彼
は
、

教
会
付
属
の
私
立
学
校
で
学
ん
だ
の
ち
、
父
親
と
と
も
に
家
業
の
金
属
工
業
に
従
事
す
る
。
そ
こ
で
は
靴
や
衣
類
に
付
け
る
各
種
の

留
め
金
が
造
ら
れ
、
フ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
に
輸
出
さ
れ
る
。
留
め
金
は
服
飾
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
十
七
歳
の
マ
シ

ュ
ー
が
仕
上
げ
た
製
品
は
、
琺
瑯
や
象
眼
の
細
工
に
よ
り
流
行
の
品
々
と
な
っ
た
。
一
七
五
六
年
彼
は
富
裕
な
織
物
商
人
ル
ク
・
ロ

ビ
ン
ソ
ン
の
長
女
メ
ア
リ
と
結
婚
し
、
父
親
の
死
後
遺
産
を
受
け
継
い
で
当
地
に
お
け
る
有
力
な
金
属
業
者
へ
と
成
長
す
る
。
②

産
業
革
命
初
期
の
代
表
的
な
製
作
所
、
ソ
ウ
ホ
ウ
工
場
は
一
七
五
九
年
ボ
ウ
ル
ト
ン
に
よ
っ
て
着
工
さ
れ
た
。
九
千
ポ
ン
ド
を
投

①
マ
ン
ト
ウ
著
、
前
掲
、
四
五
二
ー
四
五
三
頁
。

②
同
書
、
二
九
五
ー
三
〇
一
頁
。
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入
し
、
六
年
後
に
完
成
し
た
大
規
模
な
工
場
へ
は
、
丘
の
上
の
貯
水
槽
か
ら
水
流
が
供
給
さ
れ
、
強
力
な
原
動
車
輪
を
回
転
さ
せ
た
。

五
棟
の
建
物
で
六
〇
〇
名
の
労
働
者
が
働
き
、
玩
具
、
装
飾
品
、
花
瓶
、
三
脚
台
、
金
銀
細
工
な
ど
多
様
な
商
品
が
造
ら
れ
る
。
製

品
の
品
質
を
重
視
す
る
ボ
ウ
ル
ト
ン
は
最
良
の
資
材
と
優
秀
な
熟
練
工
だ
け
を
使
用
し
、
早
く
も
一
七
六
八
年
に
は
三
万
ポ
ン
ド
の

総
売
上
高
に
達
し
た
と
さ
れ
る
。
①

一
七
七
一
年
靴
下
製
造
業
者
ジ
ュ
デ
ィ
ダ
イ
ア
・
ス
ト
ラ
ッ
ト
ら
と
提
携
し
た
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ア
ー
ク
ラ
イ
ト
は
ダ
ー
ビ
ー
の
近

郊
ク
ロ
ム
フ
ァ
ド
に
工
場
を
建
設
し
、
水
流
を
動
力
と
す
る
新
た
な
織
機
、
水
力
紡
績
機
を
配
備
し
た
。
工
場
の
敷
地
は
河
岸
の
丘

陵
に
あ
っ
て
、
水
量
豊
か
な
急
流
が
流
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
高
い
品
質
の
紡
糸
が
造
ら
れ
、
純
然
た
る
綿
織
物
の
生
産
が
可
能
と

な
っ
た
。
こ
う
し
て
産
業
革
命
の
本
格
的
な
進
展
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
紡
績
機
も
ア
ー
ク
ラ
イ
ト
自
身
に
よ
っ
て
発
明
さ
れ
た
も
の

で
は
な
く
、
特
許
権
を
め
ぐ
っ
て
多
々
紛
糾
を
招
い
た
が
、
企
業
自
体
は
大
成
功
を
収
め
、
一
七
七
九
年
に
は
数
千
の
紡
錘
を
設
備

し
、
三
百
人
の
労
働
者
を
雇
用
す
る
に
至
っ
た
。
②

銃
器
製
造
の
部
門
で
も
サ
ミ
エ
ル
・
ゴ
ル
ト
ン
が
、
フ
ァ
ー
マ
ー
家
の
倒
産
に
対
処
す
る
と
と
も
に
、
企
業
の
再
編
と
生
産
技
術

の
改
良
に
努
め
、
安
価
な
銃
器
の
大
量
生
産
を
可
能
に
す
る
。
一
七
六
〇
年
代
半
ば
に
フ
ァ
ー
マ
ー
家
と
ゴ
ル
ト
ン
家
は
ふ
た
た

び
提
携
し
、
一
七
七
二
年
軍
需
局
へ
銃
器
と
発
射
装
置
を
調
達
し
た
際
は
、
フ
ァ
ー
マ
ー
一
万
五
一
七
六
ポ
ン
ド
、
ゴ
ル
ト
ン
二
万

八
八
〇
〇
ポ
ン
ド
の
比
率
で
資
金
を
分
担
し
た
。
一
七
七
三
年
に
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
フ
ァ
ー
マ
ー
は
逝
去
し
、
ひ
と
り
息
子
サ
ミ
エ
ル
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が
業
務
を
統
率
す
る
。
一
七
七
六
年
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
が
勃
発
し
、
救
急
調
達
企
業
四
社
の
ひ
と
つ
と
し
て
フ
ァ
ー
マ
ー
＝
ゴ
ル

ト
ン
社
が
、
軍
需
局
に
前
装
式
ラ
イ
フ
ル
銃
二
〇
〇
丁
お
よ
び
フ
ェ
ル
グ
ソ
ン
式
ラ
イ
フ
ル
銃
二
五
丁
を
供
給
し
た
。
①

生
産
技

術
の
革
新
に
関
心
を
抱
く
人
々
は
、
し
ば
し
ば
ゴ
ル
ト
ン
の
銃
製
造
所
を
参
観
し
、
た
と
え
ば
一
七
七
六
年
ア
メ
リ
カ
か
ら
来
訪
し

た
ク
エ
ー
カ
ー
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
印
象
を
誌
し
た
。

会
友
サ
ミ
エ
ル
・
ゴ
ル
ト
ン
様
の
別
邸
、
ド
ゥ
ド
ソ
ン
荘
に
は
邸
宅
の
近
く
に
清
澄
な
湖
が
あ
っ
て
、
彼
は
そ
の
風
光
を
楽

し
む
だ
け
で
な
く
、
企
業
に
も
役
立
て
、
そ
こ
に
三
台
の
水
車
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
雅
趣
に
富
む
人
工
の
滝
も
あ
り

ま
し
た
。
散
歩
道
、
灌
木
、
庭
園
が
美
事
に
配
置
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

ゴ
ル
ト
ン
殿
は
マ
ス
ケ
ッ
ト
銃
の
大
き
な
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ァ
ー
を
経
営
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
造
ら
れ
る
製
品
の
安
さ
は

信
じ
難
い
ほ
ど
で
す
。
完
璧
に
仕
上
げ
ら
れ
、
適
度
の
寸
法
の
大
き
さ
マ
ス
ケ
ッ
ト
銃
が
、
六
ポ
ン
ド
と
い
う
価
格
で
す
。
製

作
に
僅
か
な
労
力
で
済
む
こ
と
、
工
程
の
大
半
が
水
力
で
遂
行
さ
れ
る
こ
と
を
観
覧
し
た
と
き
、
私
た
ち
の
疑
問
は
消
え
ま
し

た
。
②

こ
の
間
に
ボ
ウ
ル
ト
ン
は
学
識
豊
か
な
貴
紳
数
名
と
親
交
を
結
び
、
や
が
て
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
の
著
名
な
学
術
サ
ロ
ン
、
月
光
協
会

①Schofield,op.cit.,pp.18-20.

②RobertE.Schofield,The
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を
結
成
す
る
素
地
を
築
い
た
。
そ
の
第
一
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ン
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
で
は
数
学
を
、
ま
た
エ
ジ
ン
バ
ラ

大
学
で
は
医
学
を
修
め
た
エ
ラ
ズ
マ
ス
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
で
あ
る
。
そ
の
翌
年
一
七
五
六
年
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
近
郊
の
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル

ド
へ
医
家
と
し
て
転
居
し
、
ボ
ウ
ル
ト
ン
の
妻
メ
ア
リ
の
実
家
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
家
の
主
治
医
と
な
る
。
そ
の
翌
年
蒸
気
の
上
昇
に
関

す
る
彼
の
論
文
が
権
威
あ
る
王
立
協
会
の
学
会
誌
『
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
カ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
ア
ク
シ
オ
ン
』
に
掲
載
さ
れ
た
。『
種
の
起

源
』
の
著
者
チ
ャ
ー
ス
ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
エ
ラ
ズ
マ
ス
の
孫
で
あ
る
。
①

こ
う
し
て
ミ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
産
業
革
命
揺
籃
の
地
に
な
る
と
と
も
に
、
近
代
的
な
科
学
・
技
術
の
興
起
、
い
わ
ゆ
る
バ
ー
ミ
ン
ガ

ム
啓
蒙
が
開
花
し
つ
つ
あ
っ
た
。
な
か
で
も
一
七
六
〇
年
代
か
ら
注
目
を
集
め
た
の
は
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
友
の
会
、
別
名
月
光
協
会

の
研
究
事
業
で
あ
る
。
科
学
者
・
技
術
者
・
実
業
家
の
交
流
を
は
か
る
こ
の
団
体
は
、
富
裕
な
企
業
家
マ
チ
ュ
ー
・
ボ
ー
ル
ト
ン
と

医
家
で
生
物
学
者
の
エ
ラ
ズ
マ
ス
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
に
よ
っ
て
主
導
さ
れ
、
通
常
の
会
員
は
十
四
名
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
満
月
に
近

い
月
曜
の
午
後
、
主
と
し
て
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
私
邸
で
行
わ
れ
る
会
合
に
は
、
蒸
気
機
関
の
発
明
者
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ワ
ッ
ト
、
高
級
陶

器
の
製
造
業
者
ジ
ョ
シ
ア
・
ウ
ェ
ジ
ウ
ッ
ド
、
神
学
者
に
し
て
自
然
科
学
者
で
あ
る
ジ
ョ
ゼ
フ
・
プ
リ
ス
ト
リ
、
土
木
工
学
と
機
械

工
学
ジ
ョ
ン
・
ス
ミ
ー
ト
ン
な
ど
が
参
加
し
た
。
②

同
じ
く
し
ば
し
ば
月
光
協
会
の
例
会
に
出
席
し
た
の
は
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
親

友
で
あ
る
ジ
ョ
ン
・
ミ
ッ
シ
ェ
ル
、
さ
ら
に
は
ミ
ッ
シ
ェ
ル
に
紹
介
さ
れ
た
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
で
あ
る
。
高
名
な
ア
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メ
リ
カ
人
が
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
の
知
識
人
と
親
密
に
な
っ
た
注
目
す
べ
き
紹
介
状
を
つ
ぎ
に
掲
げ
る
。

ジ
ョ
ン
・
ミ
ッ
シ
ェ
ル
か
ら
マ
チ
ュ
ウ
・
ブ
ル
ト
ン
に
宛
て
た

一
七
五
八
年
七
月
五
日
付
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
紹
介
状

ア
メ
リ
カ
最
高
の
哲
人
、
よ
く
ご
存
じ
で
あ
り
な
が
ら
、
い
ま
だ
面
識
の
な
い
人
物
に
つ
い
て
の
紹
介
状
を
、
お
届
け
す
る

こ
と
を
な
に
と
ぞ
お
赦
し
く
だ
さ
い
。
こ
の
書
状
を
携
え
た
人
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
様
を
ご
歓
迎
頂
け
ば

幸
い
で
す
。
昨
年
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
を
訪
れ
た
際
親
身
な
歓
待
を
頂
き
ま
し
た
が
、
初
対
面
の
方
を
も
同
じ
よ
う
な
恩
顧
を
賜
れ

ば
嬉
し
く
存
じ
ま
す
。
①

そ
の
ほ
か
ボ
ウ
ル
ト
ン
の
交
友
に
は
、
神
学
者
に
し
て
自
然
学
者
で
あ
る
ジ
ョ
ゼ
フ
・
プ
リ
ス
ト
リ
や
時
計
業
者
に
し
て
地
質
学

者
で
あ
る
ジ
ョ
ン
・
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ー
ス
ト
も
含
ま
れ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
勿
論
特
筆
す
べ
き
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
教
授
ミ
ッ

セ
ル
と
の
係
り
で
あ
る
。
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
労
作
『
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
の
月
光
協
会
』
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

電
気
に
関
す
る
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
実
験
が
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
で
行
わ
れ
、
ボ
ウ
ル
ト
ン
は
こ
れ
を
支
援
し
た
で
あ
ろ
う
。
す
く
な

く
も
こ
う
し
た
経
緯
に
よ
っ
て
一
七
五
七
年
ジ
ョ
ン
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
（
一
七
二
四
ー
一
七
九
三
）
が
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
一
帯
を
訪

①Schofield,op.cit.,pp.21-22.
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れ
た
。
当
代
の
も
っ
と
も
著
名
な
学
者
と
し
て
彼
は
ヘ
ブ
ラ
イ
語
、
ギ
リ
シ
ャ
語
、
数
学
、
幾
何
学
、
哲
学
に
つ
い
て
ケ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
で
講
義
し
た
の
で
あ
る
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
実
験
の
成
果
が
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
を
月
光
協
会
へ
招
い
た
だ
け
に
止
ま
る
と
し

て
も
、
充
分
実
り
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ミ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
会
合
を
外
部
に
開
く
最
初
の
事
例
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
正
規
の

会
員
で
は
な
か
っ
た
が
、
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
ダ
ー
ウ
ィ
ン
邸
へ
彼
が
し
ば
し
ば
来
た
、
と
ア
ン
ナ
・
セ
ワ
ー
ド
は
記
録
し

て
い
る
。
ミ
ッ
チ
ェ
ル
と
は
な
が
ら
く
親
交
を
続
け
、
彼
の
死
で
な
が
ら
く
悲
嘆
に
沈
ん
だ
、
と
後
年
ダ
ー
ウ
ィ
ン
も
述
懐
し

た
。
①

こ
う
し
た
脈
絡
の
な
か
で
リ
ス
ボ
ン
大
地
震
の
五
年
後
、
一
七
六
〇
年
英
国
王
立
協
会
の
学
術
誌
『
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
カ
ル
・
ト
ラ

ン
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
』
に
は
、
同
年
三
月
六
日
、
十
三
日
、
二
十
日
、
十
七
日
の
読
会
と
し
て
、
六
八
頁
に
わ
た
る
ジ
ョ
ン
・
ミ
ッ
シ

ェ
ル
の
論
文
が
掲
載
さ
れ
た
。「
地
震
現
象
に
関
す
る
成
因
推
測
と
考
察
ー
と
く
に
一
七
五
五
年
十
一
月
一
日
都
市
リ
ス
ボ
ン
を
壊

滅
さ
せ
、
遠
く
は
ア
フ
リ
カ
を
も
揺
る
が
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ほ
ぼ
全
土
へ
多
少
と
も
影
響
を
与
え
た
大
地
震
に
つ
い
て
。」
こ
の

論
文
は
地
震
学
成
立
の
契
機
の
ひ
と
つ
と
評
価
さ
れ
、
リ
ス
ボ
ン
大
地
震
を
主
題
と
す
る
本
稿
で
は
追
っ
て
委
細
に
検
討
す
べ
き
重

要
な
著
作
で
あ
る
。
同
書
の
意
義
を
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
が
き
わ
め
て
早
い
時
期
に
把
握
し
た
こ
と
だ
け
を
こ
こ
で
は
指
摘
し
た
い
。
王

立
協
会
へ
の
提
出
に
先
立
っ
て
ミ
ッ
シ
ェ
ル
は
、
論
文
の
骨
子
を
纏
め
、
親
し
い
研
究
者
に
回
覧
さ
せ
た
よ
う
で
あ
る
。
軍
事
医
学

の
先
達
と
さ
れ
る
医
家
ジ
ョ
ン
・
プ
リ
ン
ゲ
ル
に
寄
せ
た
書
簡
で
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
語
る
。
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ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
一
七
五
八
年
一
月
六
日
付
ジ
ョ
ン
・
プ
リ
ン
グ
ル
宛
書
簡

ク
ラ
ー
ベ
ン
・
ス
ト
リ
ー
ト
に
て

拝
啓
。
地
層
に
か
ん
す
る
ミ
ッ
シ
ェ
ル
様
の
論
文
を
、
感
謝
の
意
を
籠
め
て
お
返
し
し
ま
す
。
こ
の
論
文
を
読
み
、
付
録
の

草
稿
を
も
通
読
し
た
私
は
、
す
べ
て
の
自
然
学
者
に
認
め
ら
れ
た
地
球
の
痙
攣
に
一
致
す
る
と
感
じ
ま
し
た
。
粘
土
、
砂
利
、

大
理
石
、
石
炭
、
石
灰
石
、
真
砂
、
鉱
物
、
等
々
と
い
う
さ
ま
ざ
ま
な
地
層
が
、
地
球
の
痙
攣
以
前
に
は
水
平
に
拡
が
っ
て
、

た
が
い
に
上
下
を
な
す
と
し
て
も
、
あ
ま
り
に
深
い
地
層
は
探
知
し
難
く
、
地
上
に
近
い
数
種
の
地
層
を
私
た
ち
は
利
用
す
る

の
み
で
す
。
し
か
し
、
地
殻
が
炸
裂
し
、
砕
片
が
斜
め
に
跳
ね
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
層
の
末
端
が
地
表
に
出
現
す
れ
ば
、
永
久
に

隠
さ
れ
る
は
ず
の
有
用
な
物
質
が
、
私
た
ち
に
活
用
で
き
る
も
の
と
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
破
滅
と
普
通
み
な
さ
れ
る
世

界
の
一
端
が
、
地
球
を
私
た
ち
に
一
層
役
立
て
る
準
備
、
人
類
に
至
便
で
快
適
な
住
処
と
す
る
方
途
な
の
で
す
。
敬
具
。
①

リ
ス
ボ
ン
の
震
災
も
な
お
消
え
ぬ
時
点
で
、
こ
の
短
い
書
簡
に
驚
く
べ
き
発
想
が
誌
さ
れ
て
い
る
。
自
然
の
理
法
を
科
学
的
に
認

識
し
、
人
々
の
幸
福
に
役
立
て
る
と
い
う
姿
勢
は
、
啓
蒙
思
想
で
提
起
さ
れ
る
当
然
の
論
理
と
も
言
え
る
が
、
大
地
震
の
巨
大
な
力

を
人
類
の
福
祉
に
活
用
で
き
る
と
の
見
解
は
、
さ
す
が
に
壮
大
な
着
想
で
あ
っ
て
、
い
ま
だ
実
現
さ
れ
ぬ
現
在
な
お
驚
嘆
を
禁
じ
え

な
い
。

- 8/18 -


